２０１２年７月１４日　インド大使館　バガヴァッド・ギーター
・読み：第６章１～１０節

・勉強：第２章第２３～２５、３０、４０節

第2章のタイトルは「知識のヨーガ」であり、そのテーマのひとつである「アートマンの本性」についてこれまで説明してきました。

アートマン、魂、内なる自己は同じものであり、大文字のSで始まるSelfのことです。
Selfは「永遠の私」、「無限な私」、「絶対の私」「偉大な私」です。

この「Self」は「からだ」との対比という形で、言及されています。

なぜなら「からだ」は一時的だからです。

「からだ」には粗大な体(肉体)と精妙な体がありますが、そのどちらも有限、一時的、相対的です。

前回説明した、22節「使い古した肉体を捨て去り、新しい肉体を纏っていくのだ。」は肉体がなくなっても魂は続いてゆくことを表しています。次は23節です。
いかなる武器であろうと、魂を切り刻むことはできぬし、火で焼くことも、水で溶かすことも、風で枯らすこともできない。

この節もアートマンの特徴についての説明です。

これだけ何回も説明する理由は、アートマンはあまりに精妙で、我々が日常的に経験するものとは全く違うので、繰り返し説明しないと理解できないからです。

アートマンは変化せず、衰えず、なくならず、永遠です。

言葉を分けて説明します。

シャストラー(武器)、パーヴァカハ(火)、アーポー(水)、マール(風)。

武器でアートマンを切ることはできない、火で焼くことはできない、水で濡らすことはできない、風で乾かすことはできない。

普通のもの、例えば肉体、衣服、果物などは剣やナイフで切れますが、より精妙な風、空間などは切ることができません。粗大なものは切れても、精妙なものは切れません。

アートマンは更にずっと精妙です。
火で粗大なものは燃やせても、より精妙な空(アカーシャ)は燃やせません。

水で粗大なものを濡らすことはできます。
たとえば土地に水を与えると脆く(Disintegration)なりますが、精妙なものは濡らせません。

風で水を乾かせますが、空(アカーシャ)は乾かせません。

外面的なものの例えで説明しましたが、内面的なものを例に挙げれば、心、知性、記憶、自我などは切ることも、燃やすことも、濡らすことも、乾燥させることもできません。

なぜなら精妙だからであり、アートマンはもっと精妙なのです。

粗大なものと精妙なものを対比させることにより、アートマンの特徴が理解しやすくなります。
次は24節です。
この魂は、壊れもせず、焼けもせず、溶けもせず、枯れることもない。いつでも、どこにでも在り、不変、不動、永遠の実在なのだ。
この節の前半では、前節で使われた表現が再度使われます。
２３節では「切ろうとしても切れない、焼こうとしても焼けない、溶かそうとしても溶けない、枯らそうとしても枯れない」でしたが、この節は「だからアートマンを破壊しようとする試みは無駄だ」と述べています。

この節の後半について逐語的に説明すると、ニッテャハ(なくならない＝アヴィナーシ)、サルヴァガタハ(遍在)、スターヌフ(不変)、アチャローヤン(不動)、サナータハ(無始無終)。
全てアートマンの特徴を表しています。次は25節です。

それは、眼で見ることも、心で認識することもできないが、永遠に変化しないものだと言われている。そのことをよく心得たなら、君が嘆き悲しむ必要はないはずだ。

アヴィヤクタ
認識器官である眼、耳、鼻、舌、皮膚では観察できない。
アチンティヨーヤム
心で考えることができないのみならず、推測することもできない。

例えば遠くに見える煙から火の存在を推測するようなことが、アートマンについてはできない。

アヴィカー

　始まりなく、変化もない。
たとえばここに一枚の皿があるとすると、それはある時点で製作されたわけであり、それ以前には存在しなかったという意味では、その皿には始まりがあることになります。また他人から何か贈り物をもらった場合、それまで持っていなかったものを新たに手に入れることになり、もらった側にとってはそのプレゼントには始まりがあることになります。
　変化には4つのタイプがあります。
まずは色の変化。緑色のマンゴーは熟するにつれ赤くなっていきます。
次は形の変化。私が若かった頃とても美人で有名だった映画女優が、ある時突然映画界から姿を消しました。皆大変残念がり、何があったのかと興味を持ちましたが、30年以上消息がありませんでした。ごく最近彼女の写真が新聞に載り、おそらく入院していたのでしょうが、かつての美貌は見る影もなく、非常に老いたお婆さんになっていて皆を驚かせました。
皆さんも年を取れば黒かった髪も白くなります。

次は質の変化。自動車を新車で購入しても、時が経つに従い品質が劣化します。
最後に物質(実質)の変化。ミルクとヨーグルトは全く違います。

アートマンにはこの4種類の変化はありません。

もうひとつサムスカーラもアートマンには影響しません。たとえば鏡の表面に埃がついている場合、それを拭わなければ鏡は輝きませんが、アートマンは絶えず光り輝いています。
次は30節です。
バーラタ王の子孫(アルジュナ)よ！肉体の中に住むそれは、永遠不滅にして、殺すことなど不可能なのだ。故に、全ての生物の死について、君は何ら悲しむことはない。

二つの言葉、デーハー(からだ)、デーヒー(アートマン)が出てきます。
デーハーの中にデーヒーは存在しますが、例えば老朽化した建物から新しい建物へ移転しても居住者は同じであるように、肉体の死はアートマンに何の影響も与えません。

このことを本当に信じられれば、死の恐怖はなくなります。

以前新橋駅前ビルの9階で講話をしていた時、急に大きな地震に襲われましたが、参加者は皆聖典を勉強していた人達だったので、誰も怖がらず話をつづけることができました。

昨年の東北の大地震の後、皆さんの潜在意識の中には地震による死に対する恐怖があり、地震に関するニュースを見たりするなど、何らかのきっかけでそれが表面化することも多いと思います。
この恐怖はただ想像上のものではなく、それが現実化する可能性もあるのですが、心配を抱えたままでは、心の平安は得られません。

皆が地震を避けて地方に移住できるわけではありません。

また、移住した先では地震が起こらないとは限りません。

だったら諦めるというのは消極的な態度ですが、より肯定的な態度は「肉体が死んでも魂はなくならない」と深く理解して毎日の生活を送ることです。

しかし急にこの境地に到達することはできないので、日頃から聖典を勉強しておかなければなりません。バガヴァッド・ギーター学習の結果は無知がなくなり、恐怖がなくなることです。
無知の結果、欲望、幻惑、肉欲、自惚れ、嫉妬が生じ、それが恐怖につながります。

では無知とは何かと言えば、「自分は肉体だ」と考えることです。

逆に知識とは「私はアートマン」と考えることであり、バガヴァッド・ギーターの結論を一言で言えばこれだけです。

この結論は一回聞いただけでは理解できないので、何回も繰り返し説明するのです。

さて、これまで第2章のテーマのうち、「アートマンの本性」について話してきましたが、次のテーマである「カルマヨーガ」に移ります。第40節を見て下さい。

このヨーガを実践すると、僅かの努力も実を結び、無駄や逆効果など一切なく、その人はどんな危険や恐怖からも護られることとなる。

このカルマヨーガに関しては、必ずしも完璧にできなくても問題ではありません。
たとえばホーマなどの儀式の手順は、厳密に正確でなければならず、間違いは許されません。

カルマヨーガに関しては一生懸命であれば、少しの間違いを気にする必要はありません。
バガヴァッド・ギーターの18章48節でも、「火に煙がつきもののように、どんなことをやっても欠点はつきものなのだから」とあります。
少しでもカルマヨーガを実践するならば、大きな恐怖から護られます。
他の聖典で語られる霊的実践とは、仕事から離れての瞑想、識別などですが、バガヴァッド・ギーターの教えの特徴は仕事をしながらの霊的実践です。
バガヴァッド・ギーターの教えは、祭壇の前でも僧院でもなく戦場において語られていますが、この戦場とは我々にとって働きの場所に相当します。
なぜカルマヨーガが必要なのかと言えば、いきなり準備もなくギャーナヨーガ(知識の道)を実践することはできないからです。
知識の道とは、「全ては非実在でアートマン(ブラフマン)だけが実在である」ことを理解し、実在にのみ集中する道であり、その求道者にとっては、儀式も働きも必要ありません。
しかしながら、働きを捨てて形だけ知識の道に飛び込んでも、心の中は欲望で溢れているので、矛盾が生じ、その道を進むことができません。だから準備が必要です。

ギャーナヨーガに関する書物も、いくつか出版されています。

ラマナ・マハリシ、クリシュナムルティ、ニサルガダッタ・マハラジ等々、皆とても良い本です。

自分は知識の道に入ったのだから、瞑想も要らない、礼拝も要らない、神の名を唱えることも要らない、聖典の勉強も要らない、心の制御も要らない、と言ってもそんな簡単な話ではありません。
心が清らかでなければ、知識の道は実践できません。
そして心を浄化するための最初の準備が、カルマヨーガです。

もう一つカルマヨーガが必要な理由は、我々人間の性質として一瞬たりとも「働き」から離れて生きることはできないからです。

ここで「働き」とは包括的な「見る、聞く、触る、考える、眠る」ことと、狭義の「仕事、行動」の両方を意味しています。
また、「働き」が必要な別な理由は、我々は生きていくために衣食住が満たされなければならず、それには「棚から牡丹餅」は期待できず、自らお金を稼がねばならないからです。
まとめますと、カルマヨーガが必要な理由は、

1 霊的実践の最初の段階だから
2 働きが我々人間の本性だから

3 生きていくためには働かなければならないから

ということです。
全ての宗教で、心の清らかさが求められていますが、そのためには瞑想、識別だけでは不十分であり、場合によっては逆効果になることもあります。
出家して僧となり、独居して瞑想に明け暮れていても、その人の心の中はプライドが高く自惚れており、非常に利己的だったりします。

「自分の霊的なレベルは高く、家族のレベルは低い」と家住者を見下す態度は、大変危険です。
スワミ・ヴィヴェーカナンダはラーマクリシュナの死後、兄弟弟子(アカンナンダジ)と共に、ヒマラヤなど各地を旅行しました。

そのとき見かけたある僧は、独りで眼をつむり瞑想しているかのようでしたが、よく見るといびきをかいて眠っていました。

スワミは憤慨して、「この人はここで座っているのではなく、畑に行って作物を耕すべきだ」と言いました。この僧は準備ができていなかったので、瞑想という名目で居眠りをしていたのです。
こういうことがあるので、最初はカルマヨーガで働きながらの霊的実践が必要なのです。

全てを放棄して、いきなりフルタイムで知識の道に入るのは、危険なのです。
スワミ・ヴィヴェーカナンダがラーマクリシュナミッションを設立した理由も、そこにあります。

スワミ自身やブラマーナンダジなどのラーマクリシュナの直弟子は、生まれつき非常に高い霊的レベルにあったので、他に何もせずとも最初から瞑想だけを続けることが可能でした。
15時間近く瞑想することもありましたが、信じられないことです。

いびきをしながらではなく、本当の瞑想です。

しかし彼らは特別で、霊的レベルの高さはその前世から引き継いでいるのであり、普通の霊的求道者には彼らのようなことは不可能です。
だからスワミジは普通の求道者のためにラーマクリシュナ僧団を結成して、働きながら瞑想する霊的実践の門戸を開いたのです。「Work ＆　Worship」です。

働かなければ、自分の中にどんな問題や欠点があるのかわからないのです。

自分の心の中、意識と潜在意識にどんな問題があるのかわからなければ、心は清められません。
カーペットの下にどんな埃があるのかは、カーペットをめくってみなければわかりません。

だからカルマヨーガが必要だというのが、第2章のテーマのひとつなのです。
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